2007年新年号のジャピオンに出ていた原さんの記事を読み、私が長い間探していた方法はこれではないかと、ピンときました。

私は1990年からランニングを趣味でしているランナーです。90年代半ばには、２時間50分台でマラソンを走るくらいに、熱心にやっていた時期もありました。ところが、1999年に交通事故にあって膝を捻挫して以来、体の左右のバランスが崩れたのか、３ヶ月続けて走ることができなくなりました。２ヶ月くらい経つと、脛やハムストリング、膝、踵など、どこかが必ず痛くなり、４週間から６週間、水泳などをして痛みが去るのを待ち、再び走り始める。そしてまた２ヶ月程経つと別の場所が痛くなる、の繰り返しでした。

この７年程、ありとあらゆるカイロプラクテｲス、マッサージ、スポーツ医学を試しました。しかしどれも思うような結果が出ず仕舞いでした。2006年に入ってからは、足の甲を２回疲労骨折し、いよいよランニングは諦める時が来たかと思い始めていた矢先に、原さんの記事に出会いました。　　
今、10回のセッションを終えて約３ヶ月半。自分の体が明らかに変わったのがわかります。変わったと感じる点は次のようです。
＊
今まで、左右の足の長さが３センチくらい違っているように感じていたのが、ほぼ同じになった。－これは、骨盤が、片方少し前にゆがんでいたのが、解消されたため。

＊
今まで、歩いていると（走っていると）、体が自然に左の方向へ進んで行ってしまった。それがなくなった。－これも、上と同じ理由。

＊
治療前は、右の腕の振りがスムーズでなく、右だけ後ろへ振り切れない感じがした。これがスムーズに動くようになった。－右に体が開いたため。

＊
これまでは速く走ろうとして腕を振ると、呼吸が苦しくなるだけで、足が前に出なかった。－腕だけでなく、体全体がスムーズに動くようになったため、呼吸も楽になった。

以上、長い間探していた方法にやっと出会え、怪我なく走れる喜びを噛みしめる毎日です。走っていると原さんの言葉が胸を過ぎり、「体の中心線」を確かめることが何度もあります。普段椅子に座る時も、原さんの言葉を心の中で反復。ランニングだけでなく、家や職場で、１０回セッションが未だに生きています。原さんにセッションをしてもらえたことは、ほんとうにすばらしい出会いだっと思っています。

ランニング仲間にはもちろん、日常生活で膝や腰が慢性的に痛いと漠然と思っていらっしゃる人にも、私は原さんをお勧めしています。

